
整備内容ｼｰﾄ番号

環境－９－１

大項目

琵琶湖・淀川流域水質管理協議会（案）の検討 琵琶湖・淀川流域水質管理協議会（案）の検討

事業名

環境－１７－５
河川環境事業

（生育環境の保全・再生）
ｵｵｻﾝｼｮｳｳｵの生息環境を保全する

治水－１－１－３ 治水事業（洪水対策） 水害に強い地域づくり協議会

治水－５－１ 治水事業（狭窄部上流の浸水対策） 上野遊水地事業

河川整備計画進捗状況報告項目（１／２）
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平成１８年５月１８日

木津川上流河川事務所

淀川水系流域委員会 
第5回木津川上流部会（H18.5.18） 

※審議資料１-１

河川管理者提供資料



 







住民・行政とが連携した総負荷量管理に向けて

•今後、下水道整備の進捗には時間を要する

•未処理の生活排水を受ける汚濁支川が複数存在する

•市街地や田畑・畜産等からの負荷流出の寄与も大きい

住民一人一人の努力・対応により、河川環境がどの程度
改善するのか、定量的に示す検討を行っていきます。

①今後、木津川上流域の水環境を改善していくためには、
住民と行政とが連携して、生活排水や市街地等からの
汚濁負荷量を削減する必要があります。

②そのために、流域からの汚濁負荷量を把握・管理する
こと、負荷量削減対策の効果を評価することが重要です。
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整備内容ｼｰﾄ番号 環境－１７－５

移転試験は、基礎的な情報を収集、整理しながら段階的に実施している。

移転試験の経緯

平成１６年度からは、移転個体の生息状況及び、移転試験地周辺の経年的な変化の把握、効果的な保全対
策を行うための基礎資料収集のために、移転試験地でモニタリング調査を実施している。

●前深瀬川流域におけるオオサンショウウオの移転試験
平成８年から平成１７年までの調査により湛水予定区域内で確認された１２２個体を、湛水予定区域の上流に移転

することにより保全する。移転の実施に向けて、移転試験及びモニタリング調査を行っており、その結果をもとに効果

的な移転方法について検討する。

モニタリング調査

〔モニタリング項目〕
・移転個体の追跡調査
・水生生物調査
・人工巣穴の利用状況調査（週１回）

平成１０年度から平成１１年度の移転試験において、オオサンショウウオの生息密度の違いによる影響（生息
密度の高い範囲で移転個体の体重に減少傾向）が見られたたことから、平成１３年度以降は、生息密度が低い
範囲を移転地として選定し、移転後の繁殖状況や移転地の環境改善（人工巣穴設置）による生息・繁殖活動状
況を把握するための試験を実施している。 【河川整備シート 12/44参照】

項目／年度

試験の目的

移転地のｵｵｻﾝｼｮｳｳｵ
生息密度

高 低 高 低

2個体 1個体 2個体 3個体
8個体 7個体 27個体 8個体 10個体

低

移転個体数
計3個体 計5個体

低 低 低 低

H17

移転の基礎情報収集
移転後の移動の把握

移転地での繁殖
移転地の環境改善

(人工巣穴の設置含む)

H13 H14 H15 H16H10 H11
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整備内容ｼｰﾄ番号 環境－１７－５

●前深瀬川流域におけるｵｵｻﾝｼｮｳｳｵの移転試験

移転個体の生息状況、移転試験地周辺の経年的な環境の変化及び、効果的な保全対策を行うための基礎資料を

得るために、移転試験地におけるモニタリング調査を継続予定。

平成１８年度調査予定

②．水生生物調査
調査目的：魚類及び底生動物の出現種の経年変化を比較し、移転試験

地整備後の環境の把握。

調査項目 ・投網、刺網等を用いた魚類採取
・底生動物の定量採取およびランダム採取
５月、７月、８月、１０月に各1回（1日間）

調査結果：移転試験地整備前後で、魚類、底生動物とも出現種数及び
総個体数の減少は見られていない。

①．移転個体の追跡調査
調査目的：移転試験地に放流した個体の生息状況の確認。

調査項目：夜間の河川内踏査 ６月に１回（２日間）

成体調査（４月、８月）で発見した移転個体含む

調査結果：移転個体５８個体（H16年まで）中、２６個体を確認。
移転後に再捕獲された個体の体重は、概ね増加。

平成１７年度モニタリング調査内容及び結果
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